
京都市基本構想（平成１１（１９９９）年１２月策定 目標年次：令和７（２０２５）年）

○ワーク・ライフ・バランス
○地方創生
○ＳＤＧｓ
○ｓｏｃｉｅｔｙ５．０
○レジリエンス 等

京都市持続可能な都市構築プラン
（H31.3）

京都市都市計画マスタープラン（平成２４（２０１２）年 目標年次：令和７（２０２５）年）

※現行「都市マス」において，「おおむね１０年後に見直す」と記載

京都市基本計画（平成２２（２０１０）年１２月策定 目標年次：令和２（２０２０）年）

次期「都市マス」

※現行「都市マス」をベースにしながら，中間的な見直しとして検討（令和７年を目標とする計画）

１ 検討の位置付け

２ 基本的な枠組み

【都市マスの役割】
○都市づくりの将来ビジョンの明確化
○都市計画決定・変更の指針
○都市づくりを進めるための指針
○共汗（パートナーシップ）のまちづくり
の共通の指針

【都市の将来像】
エコ・コンパクトな都市構造

現行「都市マス」
（H24.2）

時代の潮流
（現行「都市マス」以降）

次期「基本計画」
（R2～（策定中））

基本構想の具体化のために全市

的観点から取り組む主要な政策を
示す計画

※京都の未来を展望し，持続可能な都市づくりにつながる方針等を拡充

京都市都市計画マスタープランの見直しの趣旨

次期「基本構想」

次期「基本計画」
（目標年次：令和７年）

見直し後の計画の推進
（令和３～７年）

○現行の「京都市都市計画マスタープラン（都市マス）」は，「京都市基本構想」のもと２０２５（令和７）年を目標年次として策定

○「京都市基本計画」は２０２０（令和２）年度が計画期間であり，策定中の次期「基本計画」との整合が必要

見直し実施

○現行「都市マス」策定以降の本市のまちづくりの方針や社会経済動向の変化などを踏まえて検討

見直し後の
「都市マス」

【プランの役割】
都市マスに掲げる将来の都市構造
の実現を目指し，都市マスの実効性
をより高める。

○持続可能な都市のあり方やより
具体的な方針の提示

○より適正な土地利用や都市機能の
誘導

※目標年次：
令和２２（２０４０）年

資料１－３

R3～（想定）
※目標年次R7


